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アジアNo.1PR会社の仕事体験インターンシップ

2021年7月　2021年8月　2021年9月　2021年10月　2021年11月　2021年12月　2022年1月　2022年2月

27 1 3000

特に対象とする学部はない

大学1・2年生の募集対象ではあったが特に積極的に募集は行っていない

いいえ

いいえ

いいえ 支給なし

全てオンラインで実施

【疑似体験】課題に対するグループワーク（企画立案、課題解決、プレゼンなど）　【その他】人事や社員による講義・レクチャー

PRについての体系的な知識がつく講義と、当社で手掛けた事例をもとに課題設定した実践的なグループワーク、そして現場の最前線で
世の中に話題を仕掛けるPRコンサルタントからの生の声が聴ける、PRのリアルな現場をまるごと体験できるインターンシップです。
「一億総発信者時代」ともいわれる今、モノを広める技術はどんな仕事にも共通して必要なスキルとなりつつあります。そのスキルの
エッセンスを惜しみなくお伝えし、「PR」や「広告」「マーケティング」に興味のある方はもちろん、まだ業界や業種の軸が定まって
いない人にも、示唆が得られる1日のプログラム。すべてのワークを終えるころには、世の中を見る視点の変化を実感いただけるはずで
す。

全3回に及ぶグループワークを行い、実際に当社が手掛けた事例をもとに、PRの企画から実行の流れまでを体験いただけるプログラムを
実施します。
全体を通して、ワークにはおよそ1時間半、発表とフィードバックにもおよそ1時間半程度かけて、インプットとアウトプットを中心に
進めていくことが特徴です。フィードバックには現場の最前線で活躍しているPRコンサルタントが加わり、参加いただいたすべてのグ
ループに直接アドバイスを行います。中には、ワークで使用した事例のコンサルティングにかかわっていたメンバーもいることから、
ここでしか聞けない裏話が飛び出すことも。1dayインターンシップでありながら、密度の高い情報をお伝えします。

世の中に話題を仕掛け、生活者の心を動かすPRの企画ワークとフィードバックを繰り返すことで、参加者の視座が自然と高まっていく
よう設計しているため、プログラムを終えるころには、世の中で話題になっている出来事への見方が変化していることでしょう。
「PR」や「広告」「マーケティング」に興味のある方はもちろん、まだ業界や業種の軸が定まっていない人にも、ぜひご参加いただき
たいプログラムです。
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主任（チームリーダー）　若手社員

【PRコンサルタントとの交流】と【人事メンバーとの交流】の2パートを設けています。
【PRコンサルタントとの交流】
1時間ほどのグループワークののち、PRコンサルタントにご自身のグループが考えたPR企画を直接ご提案いただく時間を設けています。
ご参加いただいたすべてのグループに、コンサルタントから現場目線でフィードバック。より近い距離感でコミュニケーションができ
るよう、グループの最大参加数は原則5つまでとしています。また、時間があればコンサルタントに直接質問できることも！コンサルタ
ントが就活生だった時の話や、なぜ当社を選んだのか、どんな人が活躍をしているのかなど、皆さんからの質問に本音でお答えしま
す。
【人事メンバーとの交流】
20分ほどのグループワークののち、全体に向けてご自身のグループが考えたPR企画を提案いただき、人事からフィードバックをさせて
いただきます。PR業界以外を志望されているかたにも、今後のグループワークでも使える考え方のポイントや、就活に向けてすべきこ
と、残りの学生生活ですべきことなども交えながら、人事ならではの目線でお話します。

当社のことをご理解いただくため、以下の2点を工夫しています。
・実践的なPR企画体験をしてもらうこと
・企画のノウハウだけでなく「世の中がその企画をどう受け止めたか」成果までをお伝えすること
当日のインターンシップの流れは次の4段階。①座学②【練習編】グループワーク③【実践編】グループワーク④【振り返り】グループワー
ク。ワークの難易度を少しずつ上げ、最後にこれまで学んだPRの考え方を生かして企画する振り返りの機会を設けています。これまで広告・
PR業界について研究をしてこなかったという方でも理解しやすく、また以前から業界研究をしてきたという方にはより実践的にPRの考え方が
身につきます。
ワークで使用する題材はすべて自社で手掛けた事例です。PRに求められる役割が刻々と変化し続ける中で、どんな企画にニーズがあり、どの
ようにして成果を図るのかの業界全体の動向がわかるとともに、当社がどのような案件を手掛け、どのような成果となったのか、その企画が
社会に受け止められていくまでの道のりまでまで、実際のTV番組でのオンエア映像やSNS上の反響なども盛り込みながらお伝えしています。

インターンシップ参加者の大学での学びの深化のために、当社では【大学の学びが役立つ場の提供】と【難易度がやや高めの情報提
供】をしています。
PRは、社会と密接につながっている仕事です。社会に話題を仕掛けるためには、世の中の流れを知っていることや、情報を広めるため
のツールを使うスキル、流行への興味関心などが不可欠で、いかに自身が社会の一員として主体的に世の中を見ているかが重要だから
です。社会について考えるとき、大学での学びは考え方の糸口となることがあります。学びが役立つ実感をインターンの場で得ること
で、その後の学生生活への意識にも変化があらわれるのではないでしょうか。
また、お伝えする情報の難易度にもこだわっています。インターンシップ前半の講義パートでは、PR業界の最新トレンドや当社での仕
事内容なども含め、少し難易度が高いと思われる内容も省略せずにお伝えしています。そのことで、参加した方に必ず新しい気付きや
学びを持ちかえっていただけるようにしています。

より良いインターンシップを開催するために、随時内容や運営方法を見直し、アップデートしています。
例えば、参加者アンケートの実施。オンラインでも実際に働く社員の雰囲気が知りたいという声を多くいただいたため、若手社員と中
堅社員のインタビュー動画を用意しました。また、オンライン開催で資料が手元になくて考えづらいという意見をいただいたときは、
その資料の一部をオンラインでだれでもアクセスできるように改善。いただいた内容は必ず運営に反映させ、取り組みやすくなるよう
にしています。

業界・企業・仕事内容の説明　インターンシップの内容説明　インターンシップ参加目的の明確化　その他

【参加者同士で打ち解けてもらうこと】【参加者の知識差をなくすこと】を目的としたオリエンテーションを行っています。
本プログラムはグループワークが主軸となるため、参加者一人一人が自ら積極的に取り組む意識が醸成されているかどうかで、気付き
や学びの量が大きく変わります。そこで、まずはグループ内で安心して発言できる状態になるよう、自己紹介の時間にプラスして、参
加者同士で簡単なゲームを行う時間を確保し、打ち解けた雰囲気の中進行できるよう配慮しました。
また、開始から1時間ほどかけて、当社の主な事業であるPRとは何か、PR業界の基礎的な知識を丁寧にオリエンテーションします。すで
にPR業界について知っている人も、まだ幅広く見ているという人にも、参加者間の知識差をなくし、だれもが委縮せず発言でき、ワー
クに打ち込んでいただける土壌をつくるよう意識しています。

グループに対する口頭でのフィードバック

10分未満 プログラム期間中複数回実施した

【「検索」には出てこない生の情報に触れられる場にすること】
当社では、会社の雰囲気をつかんでいただきやすくするため、フィードバックの時間をプログラム全体を通して1時間半程度確保。人事だ
けでなく、現場で活躍するPRコンサルタントも複数参加し、会社の空気感も含めて余すことなくお伝えします。コンサルタント自身の就活
の話や、案件を担当してわかったこと等の生の声が聴けることも。

【PR業界を志望している方以外の参加者にも普遍的に役立つ考え方をお伝えすること】
情報があふれる現代社会で、生活者に「知ってもらうこと」はますます難易度が上がり、どんな業界・業種でも、自社製品やサービスを
知ってもらうスキルの価値は高まる一方です。誰もが「知ってもらうために動くこと」を避けては通れなくなっている中で、モノを広める
ために必要なことは何か、情報の拡散力を高める要素とは何かという観点で、参加者のみなさんにとって今後も長く考え方の補助線となる
ようなフィードバックを心掛けています。

インターンシップ終了後の定期的な連絡・フォロー　人事や社員による講義・レクチャー

上場（株式公開）

インターンシップの場だけでは伝えきれなかった情報を、さらに詳しくお伝えする場を設けています。
2022年の2月まで、およそ1か月に1-2回程度の頻度でセミナーへの登壇を予定しています。PR業界の最新トレンドから就活ハック的なお
話まで様々なコンテンツをご用意しており、会社研究の機会としてご活用いただくようご案内しております。
また、人事による講義もご用意しています。PRについてのより詳しい内容や、さらに粒度の細かい実務的な業務を体験いただけるコン
テンツを実施する予定です。詳細が決定次第、インターンシップのご参加者にご案内いたします。

1，000人～3，000人未満

マスコミ（出版・広告）


